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1．目的

　A大学病院では3年前より、専属看護師による

放射性医薬品（以下RI）の投与を実施してい

る。実施前には、核医学検査の基礎をはじめと

し血管外漏出の対応 ・静脈注射の実際などの

教育プログラムを受講し、1か月間医師から指

導を受け投与を行っている。3年経過した現状

を報告する。

2．実践方法と現状

　教育プログラムを終了した看護師3人で、

ローテーションを組み被ばく低減。投与後は、

生活上の注意点や被ばくに対しての心配などへ

の対応も同時に実施。撮像中は、患者に合わせ

側で見守りや声掛けなどを実施。患者の反応

は、疑問や不安などの表出ができ、安心感があ

るなどの声がきかれている。

3．結果

　看護師が核医学検査に関わることで、患者の

疑問の表出や、不安の軽減につながっている。

4．結論

　RIの投与だけに限らず、看護師が検査全般に

関わることにより、患者の不安の軽減につな

がっていると考える。
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